
消化管外科

１）食道から肛門までの消化管疾患の集学的外科治療を専門に行う講座です。
２）食道癌、胃癌、大腸癌の鏡視下手術やロボット手術を中心とした低侵襲治療から抗がん剤治療、緊急手
　　術への対応、がん患者への緩和的治療など総合的な外科医の育成を行う。
３）院内、県内外の関連施設での研修を通して、外科専門医、消化器外科専門医の取得と同時に、学位（医
　　学博士）の取得を行います。

診療科（講座）紹介 http://www.gi-t-surg.com/

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

福島県立安積高等学校卒業
平成14年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）下部消化管（大腸・直腸、肛門）
２）内視鏡外科
研究分野
１）消化器癌の治療

学内講師  藤田正太郎

福島県立会津高等学校卒業
平成12年 福島県立医科大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学、都立駒込病院胃外科、
ピッツバーグ大学
臨床専門分野
１）胃外科
２）食道外科
３）内視鏡外科
研究分野
１）癌免疫
２）消化器癌の分子生物学
趣味：キャンプ、スキー

准教授  佐瀬善一郎

福島県立福島高等学校卒業
平成12年 佐賀医科大学卒業
臨床専門分野
１）腫瘍外科（内視鏡外科）
２）遺伝性腫瘍
研究分野　
１）腫瘍学

准教授  門馬　智之

埼玉県立松山高等学校卒業
平成13年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）腫瘍外科（消化器・一般外科）
研究分野　
１）ゲノム生物学

講師  齋藤　元伸

神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校卒業
平成14年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）下部消化管（大腸・直腸、肛門）
２）内視鏡外科
研究分野
１）消化器癌の治療

講師  坂本　　渉

栃木県立栃木高校卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）下部消化管（大腸・直腸、肛門）
研究分野
１）消化器癌の治療

講師   岡山　洋和

海城高等学校（東京都）卒業
平成15年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）上部消化管（食道・胃）
２）内視鏡外科
研究分野
１）消化器癌の治療
趣味：カメラ

学内講師  早瀬　　傑

群馬県立前橋高等学校卒業
平成16年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）下部消化管外科（大腸・直腸、肛門）
２）内視鏡外科
研究分野
１）消化器癌の治療

助教   小野澤寿志

山梨県立甲府南高等学校卒業
昭和62年 山梨医科大学卒業
山梨医科大学  博士（医学）
スウェーデンカロリンスカ医科大学  医学博士
臨床専門分野
１）消化管外科、特に、食道外科、胃外科
研究分野　
１）がん免疫療法の開発、QOL向上を
　　目指した外科再建術の開発

教授  河野　浩二

 1 ）日本外科学会（代議員・指導医・専門医）
 2 ）日本消化器外科学会（指導医・専門医・消化器がん外科治療認定医）
 3 ）日本癌治療学会（理事・代議員）
 4 ）日本食道学会（理事・評議員・食道外科専門医・食道科認定医）
 5 ）日本胃癌学会（代議員）
 6 ）日本癌学会（評議員）
 7 ）日本臨床外科学会（評議員・福島県支部長） 
 8 ）日本消化器病学会（学会評議員・指導医・専門医）
 9 ）日本バイオセラピー学会（理事・評議員）
10）日本癌病態治療研究会（理事・世話人）
11）癌免疫外科研究会（世話人）
12）大腸癌研究会（世話人）

学会活動
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後期研修プログラム

大学院・留学について

後期研修協力病院

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　福島県は広く、外科医の高齢化、偏在化の問題が
あり、優秀な外科医の需要が高まっています。当科
では、一人でも多くの外科専門医、消化器外科専門
医の輩出に努め、県内中核医療機関と協力して、福
島県全体の外科のレベル向上に努めています。次世
代の優秀な外科医を育成するために、日々のカンフ
ァレンスや技術的修練はもちろんのこと、何よりも
「病む人の気持ちを」大切にする全人的教育を行っ
ています。
　充実した環境での教育、研修、および熱心な指導
医とともに、優れた医療人として研鑽を積みましょ
う。当科での経験により、全国レベルで通用する外
科医に必ずやなれることを約束いたします。
　外科医を目指す研修医のみなさん、我々と一緒に輝
かしい将来に向かって邁進しようではありませんか。

　希望者は、３年次から大学院へ入学が可能であり 外科専
門医修練と並行して学位研究が可能である。
　留学先としては シンガポール大学、カロリンスカ研究所
（スウェーデン）、アメリカ国立衛生研究所（NIH）などが
ある。

専門医取得のために必要とされる手技・研修目標
　外科専門医取得には、350例以上の手術手技を経験（う
ち術者として120例以上の経験）が必要である。各領域の
手術経験の最低症例数が決められており、消化管および腹
部内臓は50例以上が必要です。
（＊福島県立医科大学のプログラムは、約35施設の連携施
設を要し、手術総数は、12,000例を越え、十分な症例を経
験することが可能です。）
　その他、研究業績として、筆頭演者として適当と認めら
れた学術集会または学術刊行物に研究発表または論文発表
していることが必要である。
　３年間のプログラムを修了することで、５年次終了時に
は、外科専門医として認定される。
　外科専門医修練期間から、サブスペシャリティの研修も
開始可能であり、早期の消化器外科専門医の取得を目指し
ます。　

関連病院名 所在地 指導医名
小山　善久
遠藤　豪一
佐藤　尚紀
寺島　信也
寺西　　寧
石井　芳正
浦住幸治郎
野水　　整
三浦　純一

齋藤　拓朗

遠藤　俊吾

井上　典夫
武藤　　淳

院 長 代 行
外科部主任部長
消化器センター長

外 科 長
病 院 長

センター長
副 院 長
病 院 長
病 院 長

教 授

教 授

外科統括部長
院長代行

大原綜合病院
福島赤十字病院
北福島医療ｾﾝﾀｰ
公立藤田総合病院
総合南東北病院
太田西ノ内病院
寿泉堂綜合病院
星総合病院
公立岩瀬病院

会津医療センター
外科学講座

会津医療センター
小腸・大腸・肛門科学講座

会津中央病院
福島労災病院

福 島 市
福 島 市
伊 達 市
国 見 町
郡 山 市
郡 山 市
郡 山 市
郡 山 市
須賀川市

会津若松市

会津若松市

会津若松市
いわき市

職　名
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12
13

修得すべき手技や手術経験目標数など

3 年 次

4 年 次

5 年 次

・当科診療グループ（上部消化管・下部消化管）をロ
　ーテート
・他の外科系講座でのローテート
・関連施設での研修
・大学院入学も可能

・当科診療グループ（上部消化管・下部消化管）をロ
　ーテート
・他の外科系講座でのローテート
・関連施設での研修

・当科診療グループでの専門研修
・関連施設での専門研修
・学位研究の開始
・日本外科学会専門医取得

・専門医として病棟、外来での診療および後輩の指導
・関連施設での専門研修および後輩の指導
・学位取得
・消化器外科専門医専門医取得の準備

＊卒後５年（５年次）までは、福島県立医科大学外科専門医プログラ
ムに基づいて研修が行われます。

6 年 次
以　降
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